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1970年 2月 14日生まれ Ａ型 45歳 逗子市沼間 1－8－2 

沼間小学校卒業・逗子中学校卒業・私立横浜商工高等学校卒業（有）匂坂畳店入社 

07年逗子市商工会青年部部長・08,09年沼間小ＰＴＡ会長・08年逗子市ＰＴＡ連絡 

協議会会長・神奈川県 PTA協議会常任理事・10年（社）逗子葉山青年会議所理事長 

家族構成: 妻と長女(高校 1年) 次女(小学 4年)長男(小学 2年)  2010年 3月に

行われた、市議会議員選挙にて初当選 議会報編集委員長、基地対策特別委員長 

現在、２期目 総務常任委員長、都市計画審議会委員 所属会派 市政クラブ 

 

第 1 回臨時会が 1 月 16 日～30 日に行われました。

この臨時会での主な議案は、逗子市総合計画つい

てであります。「総合計画に関する特別委員会」を設置し、3 日間審議されました。この議案につい

ては、修正案が提出されましたが否決され、原案につきましては、賛成多数で可決されました。今後、

新しい総合計画（2015年～2038 年）のもとに各事業が実施されていきます。また 12 月に市長選挙が

実施されたことから、市長の所信表明が行われ、それを受けて各会派から代表質問を行いました。 

  

今回の逗子市総合計画に当たっては、総合計画と

まちづくり基本計画を一体化させ、市の長期ビジ

ョンを総合計画 基本構想に一体化するととも

に、個別計画を総合計画の下に体系化し、それぞ

れの計画が連動して実施されることで、市全体を

有機的に動かしていく仕組みをつくることを方

針しています。将来における逗子市のあるべき

姿・目指す将来像を描き、あわせて、これからの

新しい時代に即応する行政運営の指針を示し、市

民との協働によるまちづくりと計画的な施策の

推進を図るための新たな総合計画が策定されま

した。 

基本構想は、都市宣言「青い海とみどり豊かな平

和都市」という本市のまちづくりの基本理念及び

「まちづくり基本計画」における 4つの逗子ビジ

ョンと 2つのまちづくりの理念を踏まえ、24年後

の本市のあるべき将来像を設定し、将来像の実現

のための必要な政策・施策を示しています。 

実施計画は、基本構想で示された将来像の実現の

ための必要な政策・施策を具現化するため、毎年

度の予算編成及び事業実施の指針とする事業計

画を示し、計画期間は 8 年です。実施計画のうち、

重点的・戦略的に進める 4年ごとのリーディング

事業として毎年の進行管理を実施します。 

 



 

 

 

 

高齢化が進む本市では、交通不便地域での高齢者

の移動手段として、路線バス、ミニバスの拡充な

ど様々な地域から要望があがっています。高齢者

が安心して暮らしていけるまちとして、交通不便

地域の解消に向けた取り組みが必要だと考えま

す。現時点での市としての考えでは、路線バスの

延伸もしくは、運行路線の変更を事業者に求めて

いく、次にミニバスの導入を考える、その次にコ

ミュニティバスの可能性の検討するようです。交

通不便地域の解消に向けて、様々な手法を検討し、

実現できるようにこれからも活動していきます。 

旧国鉄清算事

業団から購入

した JR東逗子

駅前の現在土

地開発公社が

所有する土地

がなかなか本

格的な活用の

計画が策定できずに 17 年近くが経過し、現在は

暫定的に放課後児童クラブと親子遊びの場、地域

のふれあい広場として活用しています。逗子市商

工会の東逗子地区活性化特別委員会が中心とな

り、ふれあい市場の開催やイルミネーションなど

地域の賑わい創出し、多くの市民にも親しまれて

います。市としても JR 東逗子駅前の一等地を有

効活用し、東逗子地域の活性化を図ることは長年

の課題であると考えています。実施計画では、ま

ずは庁内プロジェクトチームを立ち上げて調査

研究を開始し、関係機関との調整や市民参加によ

る活用計画の策定を進めていく予定です。東逗子

地域の活性化に

繋がるように、

地域住民の意見

を反映し、計画

を進めていくこ

とを要望してお

ります。 

 

 

地域経済が依然厳しい状況の中、商店街の活性化

を始めとした活気あるまちづくりを進めることは

重要な課題であります。地方都市に見られるシャ

ッター通りのような衰退を招かないためにも、人

口減少や高齢化とともに商店の世代交代が進みつ

つある今、将来を見据えて、商工関係者や市民と

知恵を出し合って、逗子市の商工振興策を検討し

ていかなければなりません。市長も商工業の活性

化は、重要な課題と捉え、今回策定された実施計

画に盛り込み、

リーディング事

業として商工業

振興計画を策定

する予定です。 
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